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令和2年度 吹田市における
在宅医療の推進に関する取組について

健康医療部 保健医療室
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令和2年4月に本市が中核市に移行したことに伴い、市保健所を設置し、保健医療室にてこれまで大阪府吹田保
健所が担ってきた大阪府医療計画の推進と、地域医療推進室が担ってきた在宅医療の推進を一体的に推進する
こととなりました。
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難病・精神
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食品・動物
環境衛生 など

成人保健
母子保健 など

市民への情報提供・啓発
かかりつけ医の定着促進
ACP（アドバンス・ケア・プランニング）※の普及啓発

※ACP（アドバンス・ケア・プランニング：人生会議）人生の最終段階の医療・ケアについて、本人が家族等や医療ケアチームと繰り返し話し合う取組

今年度の取組み

はじめに
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１ かかりつけ医の定着促進

昨年度の地域医療推進懇談会の議論を踏まえ、ホームページでの啓発を行いました。

• 定義・役割
• かかりつけ医を持つメリット
• かかりつけ医が必要とされる背景
→外来の圧迫や病院医師のオーバーワーク、重症対応への影響など

• 探し方のポイント
→年輪サポートナビや大阪府医療機関情報システムなどの紹介
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２ ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の普及啓発

• リーフレットの作成
昨年度の地域医療推進懇談会作業部会で作成したリーフレット案を整え印刷しました

• リーフレットに関する説明書の作成
昨年度、行政や医療介護関係者それぞれが、対象ごとにどのような方法で市民啓発を実施でき

るかを議論しました。それを踏まえ、リーフレットの活用方法や配付にあたっての注意点を取り
まとめた説明書を作成しました。
• 医療介護関係者の理解促進・スキル向上に関する議論のまとめやポイントの作成

昨年度の地域医療推進懇談会作業部会の議論等を踏まえ、市民啓発と医療介護関係者の理解促進・スキ
ル向上についてリーフレットや紙面の作成を行いました。
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